
Spine Dynamics 学術シンポジウム 2015
Spine Dynamics Therapy Symposium 2015

まず第一歩！！
集まれ全国のセラピストの仲間たち
新しい治療概念でパラダイムシフトを
相互啓発でさらに理解を深めよう

開催日時：2015年8月30日（日）9:30～16:10
場 所：臨床福祉専門学校 （東京都江東区塩浜2-22-10）

シンポジウム趣意書

 理学療法が誕生して50年、これまで世界的に評価法や治療法の研究開発が行わ
れているが、今もって臨床現場の慢性疼痛疾患治療スタンダードは「患部の疼
痛緩和を目的とした物理療法」「患部ROMエクササイズ」「患部筋力トレーニ
ング」である。しかし、そのような手法を三十年来臨床で繰り返した私たちが
思うことは、疾患の治癒成果どころか改善の見込みさえ感じられない理学療法
を漫然と繰り返しているのではないかという懸念である。

 今をもって西洋医学では、慢性疼痛疾患は癌などと共に効果的な治療ができな
い疾患として位置付けされている。厚生労働省による国民健康調査の結果でも、
腰痛・肩こりの有訴者が男女とも1位と2位を占め、生活の質の低下及び就労困
難による社会的損失を生む一因となっている。このような慢性疼痛疾患の病態
理解にあたり、同省から「慢性疼痛は、精神医学的要因、心理学的要因、社会
的な要因が複雑に関与して痛みを増悪させ遷延させている」との提言がなされ
ている。この提言を踏まえると、様々な因子によって 慢性疼痛疾患の病態が形
成されていることは理解できるが、身体機能的要因については一切言及されて
おらず、理学療法の明確なガイドラインを得るまでには至っていない。

 Spine Dynamics療法学会は、慢性疼痛疾患を身体機能的側面から捉え直し、そ
の共通した機能的問題点に対して、同志が自ら開発・施行している運動力学に
従った評価と治療法の高い妥当性と信頼性を確認し、国内のみならず世界にそ
の効果を情報発信していく学会としたい。

 脇元幸一

参加募集

定員：３００名（会場定員になり次第締め切ります）
対象：医師、理学療法士、作業療法士、柔道整復師、トレーナーなどセラピストの方々



【お問い合わせ先】
心と体のリハビリテーション研究会 Spine Dynamics療法シンポジウム事務局
〒167-0051 東京都杉並区荻窪3-47-15-401
TEL:090-5477-8507 FAX:03-6915-1329 E-mail:kitazaki@seisen.info

お申し込みはホームページのWeb申込みまたはFAX申込書をダウンロードしご利用ください。
参加費は、申込み後１週間以内に下記の口座に振り込みの手続きをしてください。
（振り込み手数料は、ご負担ください）

口座名義 ： 心と体のリハビリテーション研究会（ｺｺﾛﾄｶﾗﾀﾞﾉﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｹﾝｷｭｳｶｲ）
口座番号 ： みずほ銀行 溝の口支店（普通口座） ２４５４４４３

ホームページのWeb申込みまたは「FAX申込書」での申込み後、自動返信ﾒｰﾙが代表者送信されます。
FAX申込みの場合は事務局で入力後、FAXまたはE-mailでお知らせします。
返信ｱﾄﾞﾚｽが携帯やスマホの場合、必ずフィルタリング機能を外してください。
事務局での入金確認後、参加券と開催通知をE-mail添付または本文記載でE-mailでお送りします。
申し込み後のキャンセルはお受けしておりませんので、代理の方の参加をお願いします。
※自動返信メールは申込み完了後、直ちに送信されますので、申込み前にフィルタリング機能を外して下さい。
※ご記入いただきました組織および個人情報に関しましては、参加受付処理及び当研究会からの事業情報送付のために使用いたします。

参加申し込み手順

参加費 (税込)

早期申込み割引 3,000円／１名様 （2015年8月15日(土)までのお申し込み）
参 加 費 5,000円／１名様

参加の検討 フィルタリング解除
申込みと自動返信

参加費振込み
申込後１週間以内

入金確認 参加券の送信
ＰＣまたは携帯へ

時間 内容 演者

09:00~09:30 受 付

09:30~09:35 オープニング 北崎 洋司

09:35~9:50
チュートリアルセッション
テーマ：Spine Dynamics療法に対する期待

脇元 幸一氏

09:55~10:51
シンポジウム①『テーマ：代替評価、治療効果』
研究発表：７件、 全体討論

詳細はホームページを
ご覧下さい。

10:51~12:08
シンポジウム②『テーマ：スポーツ、難病、社会、内科』
経験発表：１０件、 全体討論

12:08~13:13 昼食・休憩

13:13~14:09
シンポジウム③『テーマ：ＷＢＩ』
研究発表：７件、 全体討論

14:09~15:12
シンポジウム④『テーマ：基礎、整形』
経験発表：９件、 全体討論

15:12~15:45
シンポジウム⑤『テーマ：基礎研究、脊柱アライメント・柔性』
研究発表：５件、 全体討論

15:45~16:00
クロージングセッション
テーマ：Spine Dynamics療法の将来像

脇元 幸一氏

プログラム

mailto:kitazaki@seisen.info

